
(57)【要約】

【課題】内視鏡洗滌装置において内視鏡を洗滌するため

のワイヤブラシを前進・後退させるために使用される歯

車の損傷を防止する。

【解決手段】内視鏡洗滌装置のワイヤブラシ送り機構に

使用される一対の送りローラ７１ｄ，７１ｄのそれぞれ

が第１、第２歯車７１ｂ，７２ｂのそれぞれと一体にな

って第１、第２固定軸７１，７２のそれぞれに回転可能

に取り付けられる。第１歯車７１ｂは駆動軸７０に固定

された駆動歯車７０ｂと噛み合い、第２歯車７２ｂは第

１歯車７１ｂと噛み合う。駆動軸７０は、送りローラ７

１ｄ，７２ｄを納めたハウジング３０ａにおける本体３

１の底部３６に形成された透孔５０の周面と、ハウジン

グ３０ａの蓋３２に形成された第５凹部６５とによって

、径方向から支えられる。第１、第２固定軸７１，７２

は、本体３１の底部３６に形成された第１、第２凹部５

１，５２と、蓋３２に形成された第３、第４凹部６３，

６４とによって、径方向から支えられる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 モ ー タ に 連 結 さ れ て 回 転 す る 駆 動 軸 と 、 前 記 駆 動 軸 に 平 行 す る 第 １ 、 第 ２ 固 定 軸 と 、 こ
れ ら 駆 動 軸 と 第 １ 、 第 ２ 固 定 軸 と を 収 納 す る 漏 水 防 止 型 の ハ ウ ジ ン グ と を 有 し 、 前 記 駆 動
軸 に 固 定 さ れ た 駆 動 歯 車 と 、 前 記 第 １ 固 定 軸 に 対 し て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 歯 車
と 、 前 記 第 ２ 固 定 軸 に 対 し て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ 歯 車 と を 順 次 噛 み 合 わ せ て 、
前 記 第 １ 歯 車 と 一 体 に な っ て 回 転 す る 第 １ 送 り ロ ー ラ と 前 記 第 ２ 歯 車 と 一 体 に な っ て 回 転
す る 第 ２ 送 り ロ ー ラ と を 前 記 駆 動 歯 車 の 回 転 に よ っ て 回 転 さ せ て 、 前 記 第 １ 送 り ロ ー ラ と
前 記 第 ２ 送 り ロ ー ラ と の 間 に 介 在 さ せ た ワ イ ヤ ブ ラ シ の ワ イ ヤ 部 を 洗 滌 す べ き 内 視 鏡 に 向
か っ て 前 進 ・ 後 退 さ せ て 、 前 記 ワ イ ヤ 部 の 先 端 部 分 に 設 け ら れ た ブ ラ シ 部 で 前 記 内 視 鏡 の
管 路 内 を 洗 滌 す る 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 互 い に 直 交 す る 幅 方 向 と 、 上 下 方 向 と 、 前 後 方 向 と を 有 し て い て 、
本 体 と 蓋 と に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 本 体 が 底 部 と 前 記 底 部 の 周 縁 か ら 上 方 へ 延 び る
周 壁 部 と 前 記 周 壁 部 に よ っ て 画 成 さ れ た 頂 部 開 口 と を 有 し て い て 、 前 記 蓋 が 前 記 頂 部 開 口
を 水 密 状 態 で 閉 じ る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 駆 動 軸 は 、 前 記 上 下 方 向 へ 延 び て い る も の で あ り 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に あ っ て
前 記 モ ー タ に 連 結 さ れ て い る 下 方 部 分 か ら 上 へ 延 び る 上 方 部 分 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 底
部 に 形 成 さ れ た 透 孔 に 回 動 可 能 か つ 水 密 状 態 で 嵌 合 し て 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 へ 進 入 し た
の ち 前 記 蓋 の 下 面 側 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 回 動 可 能 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 前 記 透 孔 の 周 壁
と 前 記 凹 部 の 周 壁 と に よ っ て 前 記 駆 動 軸 の 径 方 向 か ら 支 え ら れ て い て 、 前 記 駆 動 歯 車 が 前
記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に あ り 、
　 前 記 第 １ 固 定 軸 と 前 記 第 ２ 固 定 軸 と の そ れ ぞ れ は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に あ る も の で
あ り 、 下 端 部 が 前 記 底 部 の 上 面 側 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 回 動 不 能 に 嵌 合 す る 一 方 、 上 端 部 が
前 記 蓋 の 前 記 下 面 側 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 前 記 凹 部 そ れ ぞ れ の 周 壁 に
よ っ て そ れ ぞ れ の 軸 の 径 方 向 か ら 支 え ら れ て い て 、 前 記 第 １ 歯 車 と 前 記 第 １ 送 り ロ ー ラ お
よ び 前 記 第 ２ 歯 車 と 前 記 第 ２ 送 り ロ ー ラ も ま た 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に あ り 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 周 壁 部 に は 、 前 記 前 後 方 向 に お い て 対 向 す る 部 位 に 、 前 記 ワ イ ヤ
ブ ラ シ が 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 貫 通 し て 延 び る と と も に 前 記 第 １ 送 り ロ ー ラ と 前 記 第 ２ 送 り ロ
ー ラ と の 間 を 通 過 し 得 る よ う に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 向 か っ て の 開 口 部 が 互 い に 対 向
し て い て 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 向 か っ て 延 び る 一 対 の ワ イ ヤ ブ ラ シ 案 内 管 が 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 使 用 後 の 内 視 鏡 の 管 路 を ワ イ ヤ ブ ラ シ で 洗 滌 す る た め の ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り
機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 使 用 後 の 内 視 鏡 の 管 路 を 洗 滌 す る た め に 、 ワ イ ヤ ブ ラ シ を そ の 管 路 に 挿 入 し 、 洗
滌 液 を 管 路 に 流 入 さ せ な が ら ワ イ ヤ ブ ラ シ に 前 進 ・ 後 退 の 往 復 運 動 を さ せ る こ と は 公 知 で
あ る 。 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ０ ５ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ た 内 視 鏡 洗 滌
装 置 は 、 ワ イ ヤ ブ ラ シ に そ の よ う な 往 復 運 動 を さ せ る た め の ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 を 有 し
て い る 。 そ の 送 り 機 構 は 、 モ ー タ に 連 結 さ れ た 回 転 軸 に 取 り 付 け ら れ て 回 転 す る 駆 動 歯 車
と 、 そ の 駆 動 歯 車 に よ っ て 時 計 方 向 と 反 時 計 方 向 と に 回 転 す る 一 対 の 送 り ロ ー ラ と を 含 ん
で い る 。 ワ イ ヤ ブ ラ シ は 、 そ の ワ イ ヤ が 一 対 の 送 り ロ ー ラ の 間 に 挿 入 さ れ て お り 、 そ れ ら
送 り ロ ー ラ の 回 転 方 向 が 周 期 的 に 変 化 す る こ と に よ っ て 、 前 進 ・ 後 退 の 往 復 運 動 を 繰 り 返
し な が ら 徐 々 に 前 進 し た り 、 後 退 し た り す る 。 一 対 の 送 り ロ ー ラ の そ れ ぞ れ は 、 歯 車 と 一
体 に な っ て 固 定 軸 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 歯 車 ど う し が 噛 み 合 う と と も に 、 歯
車 の 一 方 が 駆 動 歯 車 と 噛 み 合 っ て い る 。 そ れ ゆ え 、 駆 動 歯 車 が 回 転 し て 送 り ロ ー ラ の 一 方
が 時 計 方 向 に 回 転 す れ ば 、 も う 一 方 の 送 り ロ ー ラ が 反 時 計 方 向 に 回 転 し て 、 両 送 り ロ ー ラ
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間 に 介 在 す る ワ イ ヤ を 内 視 鏡 に 向 か っ て 前 進 さ せ た り 、 後 退 さ せ た り す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ０ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 で は 、 回 転 軸 と 一 対 の 固 定 軸 と が 漏 水 防 止 型
の ハ ウ ジ ン グ に 収 納 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ は 、 本 体 と 本 体 の 頂 部 開 口 を 開 閉 す る た め の
蓋 と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 本 体 は 底 部 と 周 壁 部 と に よ っ て 形 成 さ れ て い て 、 周 壁 部 が
頂 部 開 口 を 画 成 し て い る 。 回 転 軸 は 、 そ の 上 方 部 分 が 底 部 に 形 成 さ れ た 透 孔 か ら ハ ウ ジ ン
グ の 中 へ 延 び る 一 方 、 下 方 部 分 が ハ ウ ジ ン グ の 外 に お い て モ ー タ に 連 結 さ れ て い て 、 透 孔
の 周 壁 に よ っ て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 一 対 の 固 定 軸 の そ れ ぞ れ は 、 下 方 部 分 が 、 底
部 の 内 面 に 形 成 さ れ た ね じ 溝 付 き の 凹 部 に 回 転 す る こ と が な い よ う に 螺 合 す る こ と に よ っ
て ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 送 り 機 構 で は 、 送 り ロ ー ラ の そ れ ぞ れ が ワ イ ヤ ブ ラ
シ を 介 し て 圧 接 し た 状 態 に あ り 、 ワ イ ヤ ブ ラ シ の 前 進 ・ 後 退 を 繰 り 返 し た り 、 送 り ロ ー ラ
ど う し の 間 へ の 挿 抜 を 繰 り 返 し た り し て い る と 、 回 転 軸 や 固 定 軸 は 、 下 方 部 分 が 底 部 に 固
定 さ れ て い て も 、 上 方 部 分 が 揺 動 し て 、 互 い に か み 合 う 歯 車 そ れ ぞ れ に 局 部 的 な 力 の 集 中
が 生 じ 、 歯 車 の 歯 が 欠 け る と か 、 そ の 他 の 部 位 に 損 傷 を 与 え た り す る と か と い う 問 題 を 生
じ る こ と が あ る 。 ま た 、 回 転 軸 と 透 孔 の 周 壁 と の 間 に 介 在 す る 漏 水 防 止 用 の シ ー ル 部 材 は
、 回 転 軸 の 振 動 に よ っ て 漏 水 の 原 因 と な る 損 傷 を 受 け る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で こ の 発 明 は 、 前 記 従 来 技 術 に お け る こ れ ら の 問 題 の 発 生 を 解 消 し 得 る よ う に 、 内
視 鏡 洗 滌 装 置 に お け る ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 に 改 良 を 施 す こ と を 課 題 に し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 が 対 象 と す る の は 、 モ ー タ に 連 結 さ れ て 回 転 す る
駆 動 軸 と 、 前 記 駆 動 軸 に 平 行 す る 第 １ 、 第 ２ 固 定 軸 と 、 こ れ ら 駆 動 軸 と 第 １ 、 第 ２ 固 定 軸
と を 収 納 す る 漏 水 防 止 型 の ハ ウ ジ ン グ と を 有 し 、 前 記 駆 動 軸 に 固 定 さ れ た 駆 動 歯 車 と 、 前
記 第 １ 固 定 軸 に 対 し て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 歯 車 と 、 前 記 第 ２ 固 定 軸 に 対 し て 回
転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ 歯 車 と を 順 次 噛 み 合 わ せ て 、 前 記 第 １ 歯 車 と 一 体 に な っ て 回
転 す る 第 １ 送 り ロ ー ラ と 前 記 第 ２ 歯 車 と 一 体 に な っ て 回 転 す る 第 ２ 送 り ロ ー ラ と を 前 記 駆
動 歯 車 の 回 転 に よ っ て 回 転 さ せ て 、 前 記 第 １ 送 り ロ ー ラ と 前 記 第 ２ 送 り ロ ー ラ と の 間 に 介
在 さ せ た ワ イ ヤ ブ ラ シ の ワ イ ヤ 部 を 洗 滌 す べ き 内 視 鏡 に 向 か っ て 前 進 ・ 後 退 さ せ て 、 前 記
ワ イ ヤ 部 の 先 端 部 分 に 設 け ら れ た ブ ラ シ 部 で 前 記 内 視 鏡 の 管 路 内 を 洗 滌 す る 内 視 鏡 洗 滌 装
置 の ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 に お い て 、 こ の 発 明 が 特 徴 と す る と こ ろ は 、 次 の と お り で
あ る 。 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 互 い に 直 交 す る 幅 方 向 と 、 上 下 方 向 と 、 前 後 方 向 と を 有 し て い
て 、 本 体 と 蓋 と に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 本 体 が 底 部 と 前 記 底 部 の 周 縁 か ら 上 方 へ 延
び る 周 壁 部 と 前 記 周 壁 部 に よ っ て 画 成 さ れ た 頂 部 開 口 と を 有 し て い て 、 前 記 蓋 が 前 記 頂 部
開 口 を 水 密 状 態 で 閉 じ る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 駆 動 軸 は 、 前 記 上 下 方
向 へ 延 び て い る も の で あ り 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に あ っ て 前 記 モ ー タ に 連 結 さ れ て い る
下 方 部 分 か ら 上 へ 延 び る 上 方 部 分 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 底 部 に 形 成 さ れ た 透 孔 に 回 動 可
能 か つ 水 密 状 態 で 嵌 合 し て 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 へ 進 入 し た の ち 前 記 蓋 の 下 面 側 に 形 成 さ
れ た 凹 部 に 回 動 可 能 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 前 記 透 孔 の 周 壁 と 前 記 凹 部 の 周 壁 と に よ っ て
前 記 駆 動 軸 の 径 方 向 か ら 支 え ら れ て い て 、 前 記 駆 動 歯 車 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に あ る 。
前 記 第 １ 固 定 軸 と 前 記 第 ２ 固 定 軸 と の そ れ ぞ れ は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に あ る も の で あ
り 、 下 端 部 が 前 記 底 部 の 上 面 側 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 回 動 不 能 に 嵌 合 す る 一 方 、 上 端 部 が 前
記 蓋 の 前 記 下 面 側 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 前 記 凹 部 そ れ ぞ れ の 周 壁 に よ
っ て そ れ ぞ れ の 軸 の 径 方 向 か ら 支 え ら れ て い て 、 前 記 第 １ 歯 車 と 前 記 第 １ 送 り ロ ー ラ お よ
び 前 記 第 ２ 歯 車 と 前 記 第 ２ 送 り ロ ー ラ も ま た 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に あ る 。 前 記 ハ ウ ジ ン

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-301247 A 2007.11.22



グ の 前 記 周 壁 部 に は 、 前 記 前 後 方 向 に お い て 対 向 す る 部 位 に 、 前 記 ワ イ ヤ ブ ラ シ が 前 記 ハ
ウ ジ ン グ を 貫 通 し て 延 び る と と も に 前 記 第 １ 送 り ロ ー ラ と 前 記 第 ２ 送 り ロ ー ラ と の 間 を 通
過 し 得 る よ う に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 向 か っ て の 開 口 部 が 互 い に 対 向 し て い て 前 記 ハ
ウ ジ ン グ の 外 部 に 向 か っ て 延 び る 一 対 の ワ イ ヤ ブ ラ シ 案 内 管 が 形 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に 係 る ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 は 、 ワ イ ヤ を 前 進 ・ 後 退 さ せ る た め に 使 用 さ れ る
駆 動 軸 と 一 対 の 固 定 軸 と の う ち で 、 駆 動 軸 は ハ ウ ジ ン グ の 底 部 に 形 成 さ れ た 透 孔 に 摺 動 可
能 に 挿 入 さ せ る と と も に 蓋 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 合 し て お り 、 一 対 の 固 定 軸 の そ れ ぞ れ は
底 部 と 蓋 と に 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 合 し て い る か ら 、 一 対 の 送 り ロ ー ラ の 間 に ワ イ ヤ ブ ラ シ
を 摺 動 可 能 に 挿 入 し て 駆 動 歯 車 を 回 転 さ せ て も 、 駆 動 軸 や 固 定 軸 は 揺 動 す る こ と が な い 。
そ の こ と に よ っ て 、 従 来 技 術 に 見 ら れ た 駆 動 歯 車 や 第 １ 、 第 ２ 歯 車 等 の 部 位 の 損 傷 が な く
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 滌 装 置 に お け る ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構
の 詳 細 を 説 明 す る と 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 内 視 鏡 洗 滌 装 置 １ の 斜 視 図 で あ る 。 装 置 １ は 、 筺 体 ２ と 、 筺 体 ２ の 頂 部 に 形 成
さ れ た 洗 滌 槽 ３ と 、 筺 体 ２ に 取 り 付 け ら れ て い て 洗 滌 槽 ３ の 開 口 部 ６ を 開 閉 す る こ と が で
き る 蓋 ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 筺 体 ２ は 互 い に 直 交 す る 幅 方 向 Ｘ と 上 下 方 向 Ｙ と 前 後 方 向 Ｚ と を 有 し 、 そ の 筺 体 ２ に は
、 操 作 パ ネ ル ２ ａ や 表 示 パ ネ ル ２ ｂ ， ２ ｃ 、 電 源 ス イ ッ チ ２ ｄ 、 足 踏 み 式 ペ ダ ル ２ ｅ 等 が
設 け ら れ て い る 他 に 、 内 視 鏡 ９ ０ を 洗 滌 す る た め に 必 要 な 各 種 機 械 類 が 内 蔵 さ れ て い る 。
図 で は 蓋 ４ が 開 い た 状 態 に あ っ て 、 洗 滌 槽 ３ の 中 に は 洗 滌 す べ き 使 用 後 の 内 視 鏡 ９ ０ の 一
部 分 が 仮 想 線 で 示 さ れ て い る 。 ま た 、 洗 滌 槽 ３ に 形 成 さ れ た ボ ッ ク ス 部 １ ０ か ら は 、 フ レ
キ シ ブ ル な 第 １ 、 第 ２ 案 内 管 １ １ ， １ ２ が 延 び て お り 、 そ れ ぞ れ の 案 内 管 １ １ ， １ ２ か ら
は 第 １ 、 第 ２ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ ， ２ ２ の ブ ラ シ 部 ２ ３ ， ２ ４ が 延 び て い る 。 第 １ 、 第 ２ 案
内 管 １ １ ， １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 先 端 部 分 が 内 視 鏡 ９ ０ に お け る 鉗 子 挿 入 口 ９ １ や 吸 引 ボ タ
ン 挿 入 口 ９ ２ に 対 し て 取 り 付 け 、 取 り 外 し 可 能 に 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 、 第 ２ 案 内 管 １ １
， １ ２ が こ れ ら 挿 入 口 ９ １ ， ９ ２ に 接 続 さ れ る こ と に よ っ て 、 第 １ 、 第 ２ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２
１ ， ２ ２ が 内 視 鏡 ９ ０ に お け る 洗 滌 す べ き 管 路 （ 図 示 せ ず ） へ 進 入 可 能 に な る 。 ボ ッ ク ス
部 １ ０ は 、 取 り 外 し 可 能 な 第 １ キ ャ ッ プ １ ０ ａ と 第 ２ キ ャ ッ プ １ ０ ｂ と を 有 し 、 こ れ ら の
キ ャ ッ プ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ を 外 す こ と に よ っ て 、 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ と 第 ２ ワ イ ヤ ブ ラ シ
２ ２ の そ れ ぞ れ に 対 す る 後 記 駆 動 部 ３ ０ の そ れ ぞ れ を 点 検 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 ボ ッ ク ス 部 １ ０ に 納 め ら れ て い て 、 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ を 前 進 ・ 後 退 さ せ る
た め に 使 用 さ れ る 駆 動 部 ３ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 こ の 駆 動 部 ３ ０ は 、 第 １ キ ャ ッ プ １ ０ ａ を
外 す こ と に よ っ て 、 そ の 一 部 分 を 観 察 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ ２ を
前 進 ・ 後 退 さ せ る た め に は 、 駆 動 部 ３ ０ と 同 一 の も の が 使 用 さ れ て お り 、 そ の も の は 第 ２
キ ャ ッ プ １ ０ ｂ を 外 す こ と に よ っ て 観 察 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 以 下 で は 、 図 示
例 の 駆 動 部 ３ ０ に 基 づ い て こ の 発 明 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に お い て 、 駆 動 部 ３ ０ は 、 本 体 ３ １ と 蓋 ３ ２ と で 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ を 有
し 、 本 体 ３ １ に は 台 座 部 ３ ３ が 付 属 し て い る 。 図 に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ の 幅 方 向 と
前 後 方 向 と 上 下 方 向 と が ａ ， ｂ ， ｃ で 示 さ れ て い る 。 駆 動 部 ３ ０ の 幅 方 向 ａ と 前 後 方 向 ｂ
と は 、 洗 滌 装 置 １ に お け る 前 後 方 向 Ｚ と 幅 方 向 Ｘ と に ほ ぼ 一 致 し て い る 。 本 体 ３ １ は 、 底
部 ３ ６ （ 図 ３ 参 照 ） と 、 周 壁 部 ３ ７ と を 有 し 、 周 壁 部 ３ ７ に お い て 前 後 方 向 ｂ で 対 向 す る
部 位 に は 、 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ が 本 体 ３ １ を 貫 通 し て 延 び る こ と が で き る よ う に す る た
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め の 一 対 の 案 内 管 、 即 ち 第 １ 案 内 管 ３ ８ ａ と 第 ２ 案 内 管 ３ ８ ｂ と が 形 成 さ れ て い る 。 第 １
案 内 管 ３ ８ ａ は 、 本 体 ３ １ の 内 側 か ら 外 側 へ 向 か う 方 向 へ 延 び て い て 、 洗 滌 水 の 送 水 管 と
第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ の 収 納 管 と を 重 ね た 仮 想 線 の パ イ プ ２ ０ を 接 続 可 能 に 形 成 さ れ て い
る 。 第 ２ 案 内 管 ３ ８ ｂ は 、 本 体 ３ １ か ら 洗 滌 槽 ３ の 内 側 へ 向 か う 方 向 へ 延 び て い て 、 第 １
案 内 管 １ １ （ 図 １ 参 照 ） を 接 続 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 本 体 ３ １ は ま た 、 周 壁 部 ３ ７ の 下
方 部 分 に 第 １ 案 内 管 ３ ８ ａ に 平 行 し て 本 体 ３ １ の 外 側 へ 向 か っ て 延 び る 第 １ 排 水 管 ４ １ を
有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 蓋 ３ ２ は 、 複 数 の ボ ル ト ４ ３ に よ っ て 本 体 ３ １ に 対 し て 水 密 な 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い
る 。 蓋 ３ ２ の 中 央 部 に は 摘 み ３ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 台 座 部 ３ ３ は 、 複 数 の ボ ル ト ４ ４ に よ っ て 本 体 ３ １ の 底 部 ３ ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
台 座 部 ３ ３ は ま た 、 仮 想 線 で 示 さ れ る よ う に 、 ボ ル ト ４ ６ に よ っ て 筺 体 ２ の 固 定 用 プ レ ー
ト 部 ４ ７ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 台 座 部 ３ ３ に は 、 切 り 欠 き 部 ４ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 そ
の 切 り 欠 き 部 ４ ８ に は 、 プ レ ー ト 部 ４ ７ に 取 り 付 け ら れ た セ ン サ ４ ９ （ 図 ３ 参 照 ） が 納 ま
っ て い る 。 台 座 部 ３ ３ の 上 方 部 分 に は 、 第 １ 排 水 管 ４ １ と 平 行 な 第 ２ 排 水 管 ４ ２ が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 切 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 本 体 ３ １ は 、 底 部 ３ ６ に 上 下
方 向 ｃ へ 貫 通 し て 延 び る 透 孔 ５ ０ を 有 す る 他 に 、 底 部 ３ ６ の 上 面 ３ ６ ａ に 第 １ 凹 部 ５ １ と
第 ２ 凹 部 ５ ２ と を 有 す る 。 底 部 ３ ６ の 周 縁 部 分 か ら 上 へ 延 び る 周 壁 部 ３ ７ の 頂 部 に は 、 Ｏ
－ リ ン グ ５ ３ を 挿 入 す る た め の 溝 ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 蓋 ３ ２ は 、 周 縁 部 に 形 成 さ れ て
環 状 に 延 び る 凸 条 部 ５ ６ が 溝 ５ ４ に 嵌 合 し て Ｏ － リ ン グ ５ ３ に 圧 接 し 、 本 体 ３ １ の 周 壁 部
３ ７ に よ っ て 画 成 さ れ て い る 開 口 ５ ７ を 水 密 な 状 態 で 閉 じ て い る 。 蓋 ３ ２ の 下 面 側 に は 、
第 １ 凹 部 ５ １ と 第 ２ 凹 部 ５ ２ と の 直 上 に 第 ３ 凹 部 ６ ３ と 第 ４ 凹 部 ６ ４ と が 形 成 さ れ て い る
他 に 、 透 孔 ５ ０ の 直 上 に 第 ５ 凹 部 ６ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ で は 、 透 孔 ５ ０ に 対 し て 駆 動 軸 ７ ０ が 摺 動 可 能
に 挿 入 さ れ て い る 。 駆 動 軸 ７ ０ の う ち で 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ の 内 部 へ 進 入 し て い る 上 方 部
分 ７ ０ ａ は 、 駆 動 歯 車 ７ ０ ｂ が 固 定 さ れ て い て 、 頂 部 ７ ０ ｃ が 蓋 に 形 成 さ れ た 第 ５ 凹 部 ６
５ に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し て い る 。 本 体 ３ １ の 底 部 ３ ６ か ら 下 へ 延 び る 下 方 部 分 ７ ０ ｄ は 、 接
手 ６ ７ を 介 し て モ ー タ （ 図 示 せ ず ） に 連 結 さ れ て い る 。 駆 動 軸 ７ ０ は ま た 、 ベ ア リ ン グ ６
８ を 介 し て 透 孔 ５ ０ に お け る 下 方 周 壁 部 に 回 動 可 能 に 支 え ら れ て い る 。 駆 動 軸 ７ ０ は さ ら
に ま た 、 Ｏ － リ ン グ ６ ９ ａ を 含 む 漏 水 防 止 用 リ ン グ ６ ９ が 嵌 め ら れ て い て 、 リ ン グ ６ ９ と
ベ ア リ ン グ ６ ８ と の 間 に は リ ン グ ６ ９ を 下 か ら 支 え る 環 状 の ス ペ ー サ ６ ９ ｂ が 介 在 し て お
り 、 透 孔 ５ ０ の 周 壁 に 対 し て 水 密 な 状 態 に あ る 。 駆 動 軸 ７ ０ の 下 方 部 分 ７ ０ ｄ は 、 ベ ア リ
ン グ ６ ８ か ら さ ら に 下 方 へ 延 び る 部 分 が 、 台 座 部 ３ ３ に 形 成 さ れ て い る 貯 水 室 ３ ３ ａ の 底
部 ３ ３ ｂ に 形 成 さ れ た 透 孔 ３ ３ ｃ を 周 方 向 へ 摺 動 可 能 に 通 過 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 貯 水 室 ３ ３ ａ で は 、 透 孔 ３ ３ ｃ の 周 縁 に 上 に 向 か っ て 延 び る 環 状 の 防 水 壁 ３ ３ ｄ が 形 成
さ れ て い る 。 か よ う な 貯 水 室 ３ ３ ａ に お け る 駆 動 軸 ７ ０ の 下 方 部 分 ７ ０ ｄ に は 、 ほ ぼ 円 筒
状 に 作 ら れ た 防 水 カ バ ー ７ ０ ｅ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 防 水 カ バ ー ７ ０ ｅ は 、 内 径 が 上 方
か ら 下 方 に 向 か っ て 大 き く な っ て お り 、 そ の 上 方 に お け る 内 周 面 が 駆 動 軸 ７ ０ の 周 面 に 密
着 す る 一 方 、 下 方 に お け る 内 周 面 が 台 座 部 ３ ３ の 防 水 壁 ３ ３ ｄ と の 間 に 空 間 ７ ０ ｆ を 形 成
し て 、 防 水 壁 ３ ３ ｄ を 上 方 お よ び 側 方 か ら 覆 っ て い る 。 台 座 部 ３ ３ の 切 り 欠 き 部 ４ ８ に 位
置 す る セ ン サ ４ ９ は 、 駆 動 軸 ７ ０ の 回 転 の 有 無 の 検 知 と 回 転 数 の 計 測 と を 行 う た め の も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ で は ま た 、 第 １ 固 定 軸 ７ １ と 第 ２ 固 定 軸 ７ ２ と が 駆 動 軸 ７ ０ と 平 行 す
る よ う に 設 け ら れ て い る 。 第 １ 固 定 軸 ７ １ は 、 そ の 下 端 部 ７ １ ａ が 本 体 ３ １ の 第 １ 凹 部 ５
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１ に 螺 入 す る こ と に よ っ て 固 定 さ れ る と と も に 、 上 端 部 ７ １ ｃ が 蓋 ３ ２ に 形 成 さ れ た 第 ２
凹 部 ６ ３ に 嵌 合 し て い る 。 ま た 、 第 ２ 固 定 軸 ７ ２ は 、 そ の 下 端 部 ７ ２ ａ が 本 体 ３ １ の 第 ２
凹 部 ５ ２ に 螺 入 す る こ と に よ っ て 固 定 さ れ る と と も に 、 上 端 部 ７ ２ ｃ が 蓋 ３ ２ の 第 ４ 凹 部
６ ４ に 嵌 合 し て い る 。 第 １ 固 定 軸 ７ １ に は 、 第 １ 歯 車 ７ １ ｂ と 第 １ ロ ー ラ ７ １ ｄ と が 一 体
と な っ て 第 １ 固 定 軸 ７ １ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 ２ 固 定 軸 ７ ２ に は 、 第 ２ 歯
車 ７ ２ ｂ と 第 ２ ロ ー ラ ７ ２ ｄ と が 一 体 と な っ て 第 ２ 固 定 軸 ７ ２ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ
て い る 。 第 １ 歯 車 ７ １ ｂ は 駆 動 歯 車 ７ ０ ｂ と か み 合 っ て お り 、 第 ２ 歯 車 ７ ２ ｂ は 第 １ 歯 車
７ １ ｂ と か み 合 っ て い る 。 ま た 、 第 １ ロ ー ラ ７ １ ｄ と 第 ２ ロ ー ラ ７ ２ ｄ と は 、 こ れ ら 両 ロ
ー ラ ７ １ ｄ ， ７ ２ ｄ 間 に 挿 入 し て あ る 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ の 仮 想 線 で 示 す ワ イ ヤ 部 分 ２
１ ａ を 前 進 ・ 後 退 さ せ る こ と が で き る 程 度 に ま で 、 即 ち 送 り ロ ー ラ と し て 作 用 す る こ と が
で き る 程 度 に ま で 接 近 ま た は 接 触 し て い る 。 し た が っ て 、 モ ー タ に 連 結 さ れ た 駆 動 軸 ７ ０
が 時 計 方 向 へ 回 転 す る と 駆 動 歯 車 ７ ０ ｂ も 時 計 方 向 へ 回 転 す る 。 す る と 、 駆 動 歯 車 ７ ０ ｂ
と か み 合 っ て い る 第 １ 歯 車 ７ １ ｂ と こ れ と 一 体 の 第 １ ロ ー ラ ７ １ ｄ と が 反 時 計 方 向 へ 回 転
す る 。 ま た 、 第 １ 歯 車 ７ １ ｂ と か み 合 っ て い る 第 ２ 歯 車 ７ ２ ｂ と こ れ と 一 体 の 第 ２ ロ ー ラ
７ ２ ｄ と が 時 計 方 向 へ 回 転 す る 。 こ の よ う に 回 転 す る 第 １ 、 第 ２ ロ ー ラ ７ １ ｄ ， ７ ２ ｄ は
、 ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ を 内 視 鏡 ９ ０ へ 進 入 す る よ う に 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 次 に 、 モ ー
タ が 反 転 し て 駆 動 軸 ７ ０ が 反 時 計 方 向 へ 回 転 す る と 、 第 １ ロ ー ラ ７ １ ｄ が 時 計 方 向 へ 回 転
す る 一 方 、 第 ２ 歯 車 ７ ２ ｄ が 反 時 計 方 向 へ 回 転 し て 、 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ を 内 視 鏡 ９ ０
か ら 退 却 す る よ う に 後 退 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ の 前 進 と
後 退 と を 繰 り 返 す と き に 、 図 示 例 の 駆 動 部 ３ ０ を 使 用 す る ワ イ ヤ ブ ラ シ 送 り 機 構 の 駆 動 軸
７ ０ は 、 そ の 頂 部 ７ ０ ｃ と 上 方 部 分 ７ ０ ａ と が 蓋 ３ ２ の 第 ５ 凹 部 ６ ５ の 周 壁 と 透 孔 ５ ０ の
周 壁 と に 支 え ら れ て い て 揺 動 す る こ と が な い 。 ま た 、 第 １ 固 定 軸 ７ １ は 、 そ の 上 端 部 ７ １
ｃ と 下 端 部 ７ １ ａ と が 蓋 ２ ３ の 第 ３ 凹 部 ６ ３ と 本 体 ３ １ の 底 部 ３ ６ に お け る 第 １ 凹 部 ５ １
と に 支 え ら れ て い て 揺 動 す る こ と が な い 。 第 ２ 固 定 軸 ７ ２ は 、 そ の 上 端 部 ７ ２ ｃ と 下 端 部
７ ２ ａ と が 蓋 ３ ２ の 第 ２ 凹 部 ６ ４ と 本 体 ３ １ の 底 部 ３ ６ に お け る 第 ２ 凹 部 ５ ２ と に 支 え ら
れ て い て 揺 動 す る こ と が な い 。 そ れ ゆ え 、 モ ー タ が 回 転 し て 、 第 １ 、 第 ２ ロ ー ラ ７ １ ｄ ，
７ ２ ｄ が 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ を 前 進 ・ 後 退 さ せ た り 、 こ れ ら 両 ロ ー ラ ７ １ ｄ ， ７ ２ ｄ 間
に 対 し て の 第 １ ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 ・ 抜 脱 を 繰 り 返 し た り し て も 、 駆 動 歯 車 ７ ０ ｂ 、
第 １ 歯 車 ７ １ ｂ 、 第 ２ 歯 車 ７ ２ ｂ は 、 互 い に か み 合 う 状 態 が 常 に 安 定 し て お り 、 か み 合 い
の 異 常 に よ っ て 損 傷 を 受 け る と い う こ と が な い 。 ま た 、 こ れ ら の 軸 ７ １ ， ７ ２ ， ７ ３ の 揺
動 に よ っ て 漏 水 防 止 用 リ ン グ ６ ９ 等 が 損 傷 を 受 け る と い う こ と も な い 。 な お 、 こ の よ う に
使 用 さ れ る ワ イ ヤ ブ ラ シ ２ １ の ワ イ ヤ 部 分 ２ １ ａ は 、 金 属 の 撚 り 線 の 他 に 、 プ ラ ス チ ッ ク
製 の パ イ プ や 丸 棒 等 、 強 靭 に し て フ レ キ シ ブ ル な 適 宜 の 材 料 で 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ の 駆 動 部 ３ ０ で は ま た 、 駆 動 軸 ７ ０ の 頂 部 ７ ０ ｃ 、 第 １ 固 定 軸 ７ １ の 上 端 部 ７ １ ｃ
お よ び 第 ２ 固 定 軸 ７ ２ の 上 端 部 ７ ２ ｃ の う ち の 頂 部 ７ ０ ｃ に つ い て は 、 そ の 嵌 合 相 手 で あ
る 蓋 ３ ２ に お け る 第 ５ 凹 部 ６ ５ の 周 壁 が 下 方 へ 長 く 延 び て い て 、 蓋 ３ ２ を 閉 じ る と き に は
、 凸 条 部 ５ ６ が 本 体 ３ １ の 溝 ５ ４ へ 進 入 す る よ り も 前 に 頂 部 ７ ０ ｃ が 第 ５ 凹 部 ６ ５ へ 進 入
す る こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ で は 、 蓋 ３ ２ を 閉 じ る と き に 第 ５ 凹 部 ６
５ と 駆 動 軸 ７ ０ と を ま ず 最 初 に 嵌 合 さ せ る と 、 本 体 ３ １ と 蓋 ３ ２ と の 位 置 合 わ せ が 簡 単 に
な っ て 、 蓋 ３ ２ の 凸 条 部 ５ ６ を 溝 ５ ４ へ 速 や か に 進 入 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 蓋
３ ２ は 、 凸 条 部 ５ ６ の 丈 が あ ま り 高 く な い も の で あ っ て も 、 そ れ を 閉 じ る こ と が 容 易 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 図 ２ ， ３ に お い て 、 駆 動 軸 ７ ０ に 使 用 さ れ て い る 接 手 ６ ７ は 筺 体 ２ の 内 側 か ら 上
下 に 分 離 す る こ と が で き る 。 接 手 ６ ７ を 分 離 し て か ら キ ャ ッ プ １ ０ ａ を 開 け て 、 洗 滌 槽 ３
の 外 側 か ら 案 内 管 １ １ と パ イ プ ２ ０ と を 本 体 ３ １ か ら 外 し 、 さ ら に ボ ル ト ４ ６ を 緩 め る と
、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ と 台 座 部 ３ ３ と を 洗 滌 槽 ３ の 外 へ 取 り 出 し て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ の 内
部 を 点 検 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 洗 滌 装 置 １ は 、 駆 動 部 ３ ０ を 簡 単 に 点 検 す る こ
と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 を 示 す 図 で あ る が 、 図 ３ よ り も 大 き く 拡 大 さ れ て い る
。 図 ３ の よ う に 組 み 立 て ら れ て い る ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ は 、 本 体 ３ １ と 蓋 ３ ２ と の 間 に Ｏ －
リ ン グ ６ ９ ａ を 使 用 し 、 本 体 ３ １ と 駆 動 軸 ７ ０ と の 間 に 漏 水 防 止 用 リ ン グ ６ ９ を 使 用 す る
こ と に よ っ て 第 １ 案 内 管 ３ ８ ａ か ら ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ へ 流 入 し た 洗 滌 水 が 第 ２ 案 内 管 ３ ８
ｂ 以 外 か ら は 流 出 し な い よ う な 漏 水 防 止 型 の も の に 作 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 装 置 １
を 長 期 間 使 用 し て い る こ と に よ る リ ン グ ６ ９ の 損 耗 や 駆 動 軸 ７ ０ の 径 と 透 孔 ５ ０ の 径 と の
寸 法 差 等 に よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ａ 内 の 洗 滌 水 が 図 ４ に 鎖 線 で 示 さ れ る 漏 水 Ｗ と な っ て
透 孔 ５ ０ か ら 漏 れ て 、 駆 動 軸 ７ ０ と リ ン グ ６ ９ と の 間 を 通 り 、 ベ ア リ ン グ ６ ８ の 内 部 を 通
過 す る こ と が あ る 。 し か し 、 こ の 発 明 で は 、 台 座 部 ３ ３ に 貯 水 室 ３ ３ ａ が 形 成 さ れ て お り
、 そ の 貯 水 室 ３ ３ ａ で は 、 底 部 ３ ３ ｂ か ら 上 へ 延 び る 防 水 壁 ３ ３ ｄ が 駆 動 軸 ７ ０ を 覆 う と
と も に 、 底 部 ３ ３ ｂ と 同 じ 高 さ レ ベ ル で 第 ２ 排 水 管 ４ ２ が 延 び て い る 。 そ し て 、 防 水 カ バ
ー ７ ０ ｅ は 、 そ の 上 方 部 分 ７ ０ ｈ に お け る 外 径 が 好 ま し く は ベ ア リ ン グ ６ ８ に お け る 内 側
リ ン グ ６ ８ ａ の 外 径 よ り も 小 さ く 作 ら れ る 一 方 、 下 方 部 分 ７ ０ ｊ は 防 水 壁 ３ ３ ｄ を 図 示 の
如 く 覆 っ て い る か ら 、 ベ ア リ ン グ ６ ８ を 通 過 し た 漏 水 Ｗ は 、 防 水 カ バ ー ７ ０ ｅ の 外 面 を 伝
っ て 貯 水 室 ３ ３ ａ に 流 れ 落 ち 、 第 ２ 排 水 管 ４ ２ を 経 て 装 置 １ の 外 へ 流 れ る こ と が 可 能 で あ
る 。 そ の 結 果 、 漏 水 Ｗ は 、 駆 動 軸 ７ ０ を 伝 っ て モ ー タ （ 図 示 せ ず ） に ま で 達 す る こ と が な
く 、 漏 水 Ｗ に 起 因 す る モ ー タ の 故 障 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る 。 な お 図 ２ ， ４ に 示 さ れ て
い る 第 １ 排 水 管 ４ １ は 、 本 体 ３ １ の 底 部 ３ ６ の 近 傍 に あ っ て 本 体 ３ １ か ら 外 へ 延 び る も の
で 、 開 閉 弁 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 装 置 １ の 外 へ つ な が っ て い る 。 装 置 １ の 運 転 を 終 了 し た
と き な ど に は 、 そ の 開 閉 弁 を 開 く こ と に よ っ て 本 体 ３ １ 内 の 洗 滌 水 を 装 置 １ の 外 へ 排 出 す
る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ワ イ ヤ ブ ラ シ を 内 視 鏡 に 向 か っ て 前 進 ・ 後 退 さ せ る ワ イ ヤ ブ ラ シ 送
り 機 構 の 歯 車 に 損 傷 を 与 え る こ と の な い 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 製 造 が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 ワ イ ヤ ブ ラ シ 駆 動 機 構 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 　 内 視 鏡 洗 滌 装 置
　 ２ １ 　 　 ワ イ ヤ ブ ラ シ
　 ２ ２ 　 　 ワ イ ヤ ブ ラ シ
　 ２ ３ 　 　 ブ ラ シ 部
　 ２ ４ 　 　 ブ ラ シ 部
　 ３ ０ 　 　 送 り 機 構
　 ３ ０ ａ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ３ １ 　 　 本 体
　 ３ ２ 　 　 蓋
　 ３ ６ 　 　 底 部
　 ３ ７ 　 　 周 壁 部
　 ３ ８ ａ 　 　 案 内 管
　 ３ ８ ｂ 　 　 案 内 管
　 ５ ０ 　 　 透 孔
　 ５ ７ 　 　 開 口
　 ６ ３ 　 　 凹 部 （ 第 ３ 凹 部 ）
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　 ６ ４ 　 　 凹 部 （ 第 ４ 凹 部 ）
　 ６ ５ 　 　 凹 部 （ 第 ５ 凹 部 ）
　 ７ ０ 　 　 駆 動 軸
　 ７ ０ ｂ 　 　 駆 動 歯 車
　 ７ １ 　 　 第 １ 固 定 軸
　 ７ １ ａ 　 　 下 端 部
　 ７ １ ｂ 　 　 第 １ 歯 車
　 ７ １ ｃ 　 　 上 端 部
　 ７ １ ｄ 　 　 第 １ 送 り ロ ー ラ
　 ７ ２ 　 　 第 ２ 固 定 軸
　 ７ ２ ａ 　 　 下 端 部
　 ７ ２ ｂ 　 　 第 ２ 歯 車
　 ７ ２ ｃ 　 　 上 端 部
　 ７ ２ ｄ 　 　 第 ２ 送 り ロ ー ラ
　 ａ 　 　 幅 方 向
　 ｂ 　 　 前 後 方 向
　 ｃ 　 　 上 下 方 向
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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要解决的问题：在内窥镜清洗工具中提供一种系统，该系统防止齿轮被
损坏，用于向前或向后驱动内窥镜清洗刷。 ŽSOLUTION：内窥镜清洗
器具中的系统是将一对驱动辊71d，71d与第一，第二齿轮71b，72b分别
保持在一起的系统，分别可旋转地安装在第一，第二固定轴71,72上。第
一齿轮71b与固定在驱动轴70上的驱动齿轮70b啮合，而第二齿轮72b与
第一齿轮71b啮合;驱动轴70由形成在主体31的底部36中的通道孔50的圆
周表面支撑在壳体30a中，用于保持驱动辊71d，72d以及形成在盖子32
中的第五凹部65。壳体30a从它们各自的半径方向;第一，第二固定轴
71,72由形成在主体31的底部36中的第一，第二凹部51,52以及形成在盖
32中的第三，第四凹部63,64从它们的方向支撑。相应的半径。 Ž
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